
研究レビュー

文系産学連携による持続可能な地域社会の創出

農業・農村領域　研究員　土居　拓務

１．文系産学連携と地域連携
　産学連携とは大学や研究機関などが企業などと連
携することを言います。産学連携と聞くと新製品の
開発などのいわゆる理系のそれを思い浮かべるで
しょう。実際、日本では理系の産学連携が中心で
す。しかし、世界では、大学の持つ感性やコミュニ
ケーション力などの諸機能が技術開発などの研究
シーズを創出する力を引き出し、産学連携における
シナジー効果を発揮させ、地域の持続的発展に繋げ
ている例が見られます（吉田，2014）。
　このような大学の持つ感性やコミュニケーション
力を重視した産学連携を文系産学連携などと呼び、
近年、注目を集めています（第１表）。本稿では文
系産学連携がどのようなものかについて紹介します。
　我が国で文系産学連携が地域連携の文脈で本格的
に語られ始めた背景として、2006年の教育基本法の
改正、2008年の国土形成計画の閣議決定がありま
す。教育基本法の改正は社会貢献を大学の使命と
し、大学に社会への直接貢献を求めました。また、
国土形成計画は地域づくりの多様な担い手の一つに
大学を位置付けました。吉田（2014）のアンケート
結果によると、文系産学連携を行っている大学の約
６割がまちづくり、約５割が地場産業振興、約４割
が商店街活性化・企業連携をテーマとしており、文
系産学連携と地域連携が高い関係性を有しているの
が分かります。

２．ネットワーク構築とイノベーション創出
　文系産学連携は地域にどのように貢献しているの
でしょうか。藤原（2020）はその一つとして、組織
間 を 繋 ぐ 役 割 が あ る と し ま す。 そ し て、 浦 野

（2014）は文系大学の持つ感性やコミュニケーショ
ン力は、ネットワークの構築に適していると言いま
す。一般に組織間のネットワークはイノベーション
を創出すると言われます。何故、ネットワークがイ
ノベーションの創出に繋がるのでしょうか。ここで
は米国シリコンバレーを例に説明します。
　シリコンバレーでは斬新なアイデアを持ったベン
チャー企業が相次いで設立されています。近年、イ
ノベーションは個人の発想が生み出すのではなく、
企業や政府、大学、地域などの多様な関係者の相互
作用により創出されるという考え方が有力です。シ
リコンバレーには多くの大学、企業があるほか、

様々なアイデアを持つ人材がオープンに意見交換で
きる環境があります。競業避止義務などの転職制限
もなく、人材の移動が激しいことも特徴です。これ
ら特徴の結果、様々なアイデアが地域で循環され、
それが斬新なイノベーションを生み出す原動力にな
ると考えられているのです。
　文系産学連携は多様な関係者や組織を繋ぎ、ネッ
トワークを構築することでアイデアを循環させる環
境を創ります。文系産学連携は技術開発のような目
に見える形での貢献ではなく、環境を形成すること
により社会や地域への貢献を目指すのです。

３．文系産学連携とソーシャル・キャピタル
　持続可能な地域社会の議論では、ソーシャル・
キャピタルの機能が注目されます。ソーシャル・
キャピタルは「個人のつながり、すなわち社会的
ネットワーク、およびそこから生じる互酬性と信頼
性 の 規 範（Putnam, 2000）」 と 定 義 さ れ ま す。
Putnam（1993）によると、持続可能な社会とはソー
シャル・キャピタルが豊富な社会であり、そこでは
人々は自発的に行動し、地域の効率性を高め、ソー
シャル・キャピタルがさらに蓄積されるそうです。
　文系産学連携はネットワークを構築し、アイデア
を循環させ、イノベーションが育まれやすい環境を
創ります。加藤（2014）は「ソーシャル・キャピタ
ルが豊かであれば、地域アクターの自発的協調行動
を促進し、連携事業への積極的参加をもたらし、多
くのステークホルダーをアクターとして巻き込み、
ソーシャル・キャピタルを拡大する原動力となっ
て、さらなる課題解決への活力が高まっていく」と
説明し、文系産学連携とソーシャル・キャピタルを
関連付けました。ソーシャル・キャピタルが豊富な
地域では、文系産学連携を通じて、ソーシャル・
キャピタルがさらに増強されると言うのです。この
ことから文系産学連携は持続可能な地域づくりにも
貢献することが分かります。

４．組織間連携による組織文化の特徴
　文系産学連携は多様な関係者を繋ぎ、多様な意見
を尊重し合える土壌の創出を目指します。山倉

（1993）が組織間連携の主な目的として「価値共有」
を挙げているとおり、文系産学連携の主催者は価値
観の異なる多様な関係者の価値をいかに共有させる
かを考える必要があります。松村（2014）は文系産
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学連携の組織文化の特徴をいくつか紹介しています。

（１）企業などでは、例えば創業者理念などが組織
文化として既に存在しているのに対し、産学連携で
は関係者の対等なやりとりの中で新たな組織文化が
育まれます。共通目的も多様な主体間で議論が交わ
された先にあり、目的よりも行為が先行することに
特徴があります。

（２）Davis（1984）は組織文化を指導理念（どうあ
るべきか）と日常理念（どうすればよいか）に分け
た上で、企業などでは指導理念が重視されることを
指摘しています。それに対し、松村（2014）は産学
連携では日常理念が形成された後に指導理念が形成
されることを指摘しました。

（３）一般に企業などでは方針が示された後に課題
が設定され、実行の段階に至るそうです。しかし、
組織間連携においては、問題（課題）設定の後に方
針設定があり、そして実行の段階に進むという特徴
が見られます（Gray, 1989）。

　これらを見ると、方針や目的ありきではなく、目
前の課題に対して「どうすべきか」と関係者同士で
試行錯誤する過程で共通価値や組織文化が芽生える
様子がうかがわれます。何よりフラットな組織文化
こそ、新たな価値の形成や共有に不可欠と筆者は考
えます。

５．おわりに
　筆者は２度にわたり組織間ネットワークがイノ
ベーションを創出する過程に携わりました。１度目
は地域活性化を目指したアンテナショップの運営、
２度目は木材需要創出という課題解決に向けた取組
です。これら取組の中で、大学が地域で様々なネッ
トワークを構築する様子を目の当たりにしています。
　本稿では大学の持つ感性やコミュニケーション力

がネットワークの構築に貢献していると説明しまし
た。しかし、筆者は大学のみがこれら機能を保有し
ているとは考えていません。ただ、その機能を発揮
しやすい環境が大学にあったのだと考えています。
　イノベーションの培地を育む重要性が認識される
につれ、大学に限らず、様々な組織がこれらの機能
の発揮に努めるでしょう。そして、多様な意見を尊
重し合える社会や文化が各地で育まれ、持続可能な
地域や社会が創出されていくと筆者は考えます。
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第１表　文系産学連携と理系産学連携の比較
項目 文系産学連携 理系産学連携

主な役割 多様な価値観の融合によりイノベーションを起こす気付き
と契機を創り、必要な資源と資源の橋渡しをする（吉田，
2014；松村，2014）。

「学」の特定シーズ（知的資源）を「産」の特定ニーズに
落とし込むことで課題解決を図る（加藤，2014）。

コストとリ
スクの比較

低コスト・低リスクでありながら成果の波及効果も期待で
きる（加藤，2014）。

文系産学連携と比較して高コスト・高リスクになる傾向が
ある（加藤，2014）。

課題と目的
の一致性

行為が目的に先行するため課題と目的が不一致な状態が多
い。課題のもとに集まった人々により目的が形成される

（松村，2014）。

特定の課題を克服する目的があり連携するため、課題と目
的は一致している（松村，2014）。

創出されや
すい組織間
連携の分類
型＊

・ 新価値創造型：構成メンバーの協力により全体として特
定の課題を解決するものである。非公式組織（集団は発
生しているが共通目的のない状態）において共通目的を
導き出すための連携である。

・ エゴセントリック型：消費者参加型の商品開発のように
構成メンバーが自己の課題を解決するため他に協力を求
めるような連携である。

・ 相互補完型：複数の構成メンバーが全体ではなく各々の
課題を解決するために協力し合う連携である。

ブランド構
築における
客観的評価

感覚価値や観念価値などの感性的属性を持った価値の創出
を目指すため、客観的基準での評価に馴染まない（浦野，
2014）。

一定の機能、性能、効果を発揮するような機能的属性を持
つ価値の創出を得意とし、客観的基準での評価に馴染みや
すい（浦野，2014）。

＊佐々木ら（2009）の組織間コラボレーションの分類に基づき、松村（2014）が分類しています。
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